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あらまし 近年、インターネット上ではWeb ページや写真、動画等様々な種類のコンテンツのランキングや推薦に

関する研究が数多くなされている。一方、実空間でのこのようなコンテンツの閲覧環境として、美術館や博物館にお

ける展示品が挙げられる。現在多くの博物館において、閲覧支援を目的とした情報端末が導入されており、これを利

用した展示ガイドによって来館者の満足度の向上を目指している。本論文では、博物館において情報端末を用いた、

ユーザの興味や状況に合わせた個別閲覧ルートを構成する手法を提案する。展示品間の関連性を利用し、ユーザの興

味や滞在時間を反映した閲覧ルートを構成することで、展示に対する理解を深め、ユーザの興味を喚起するような閲

覧支援を行う。
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Abstract Recently, many studies have been reported on ranking and recommendation of a variety of digital con-

tents on the Internet such as Web page, digital photograph, video and so on. On the other hand, exhibitions in

museum are environments to browse actual contents in the real world. Today, information devices as exhibition

guide systems to support visitor’s appreciation are introduced in many museums. In this paper, we propose an

approach for composing personalized appreciation route matched to user’s interest and situation, using the informa-

tion device. Our system supports a user to appreciate an exhibition well, and arouses user’s interest by composing

a route based on semantic relationship between exhibits, and reflecting user’s interest and scheduled staying time.
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1. は じ め に

近年、インターネットの普及と共に、インターネット上では

Webページや写真、動画など、様々な種類のコンテンツが存在

するようになり、その数は飛躍的に増加している。こうした背

景の元、コンテンツのランキングや推薦に関する研究が数多く

なされている。それらは、協調フィルタリングのようにユーザ

による評価を利用した推薦を行う手法、コンテンツ自体の属性
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を利用して推薦を行う手法等、様々であり、対象とするコンテ

ンツの性質によって適切な推薦手法は異なる。

一方、インターネット上のみならず実空間においても様々な

コンテンツが存在する。例えば、美術館や博物館における展示

品は、実体を有するコンテンツを閲覧する環境であると考える

ことができる。本研究では、博物館の展示品を対象に、展示品

間の意味的な構造に基づいて展示の閲覧をサポートする機構を

開発することを目標としている。

近年、多くの美術館や博物館等において、閲覧支援を目的と

した情報端末が導入されている。例えば、フランスのルーヴル

美術館 [1]では、７ヶ国語に対応した PDAによるガイドシステ

ムを提供している。日本国内では、国立科学博物館 [2]におい

て、4ヶ国語に対応した音声ガイドを提供している。これらの

ような情報端末を導入することで、来館者は展示品についての

詳細な解説を得られる。来館者は展示に対する理解を深め、そ

の結果、来館者の満足度を向上させることを目指している。

従来型の博物館では、来館者は基本的に学芸員が設定した

ルートに沿って閲覧を行う。こうしたルートは、専門的な知識

に基づいて構成されており、優れた展示形態である。しかし、

来館者が持つ興味や知識は来館者毎に異なるため、全員に同じ

展示を提供することは適切でない場合があるという問題点があ

る。例えば、絵画自体に興味がある来館者と、その絵画に描か

れている対象に興味がある来館者では、異なる構造の展示を提

供することが望ましいと考えられる。

そこで、本論文では情報端末を用いて、ユーザの興味に合わ

せた個別閲覧ルートを提示する手法を提案する（図 1）。本手法

では、展示品間の関連を利用し、ユーザの興味や滞在予定時間

を反映した閲覧ルートを構成する。展示品間の文化の影響に注

目して展示品を関連づけ、推薦を行い、個々の展示品を取り巻

く文化をユーザに理解させることで展示に対する理解を深め、

興味を喚起するような閲覧支援を行うことを目標とする。

ユーザ

閲覧ルートの構成

興味の対象

端末

図 1 情報端末を用いた個別閲覧ルートの構成

本論文は 8章から構成される。2章では関連研究について述

べる。3章では提案手法のアプローチについて述べる。4章で

は提案手法で利用する展示品間の関連について述べる。5章で

は 4章で述べた展示品間の関連を利用した、提案手法の詳細に

ついて述べる。6章では個別閲覧ルートの構成手法について述

べる。7章では実験と考察による評価を行う。8章ではまとめ

と今後の展望を述べる。

2. 関 連 研 究

情報端末を用いた博物館やインターネット上の電子博物館等

における、ユーザの興味による展示品の推薦手法、展示の個人

化に関する関連研究について述べる。

ubiNEXT [3]はインターネットや携帯端末を用いて、博物館

などの展示会場での自由選択学習を支援するシステムである。

「ゴッホ」や「印象派」など展示品の「観点」とユーザの展示品

に対する評価や見学履歴に基づき、次に閲覧するための展示品

を最大３個まで推薦する。推薦の理由となった「観点」を明ら

かにし、ユーザに適切な情報に基づく選択権を与えることで見

学・学習に対する意欲を引き出す。本研究では、同じように展

示品間の関連性を利用した推薦を行うが、ユーザに選択させる

のではなく、ユーザが指定する滞在予定時間に合わせた個別の

ルートを提示する点が異なる。

小柳ら [4]は、箱根彫刻の森美術館において時間指定の中で

最も多くの彫刻を鑑賞することができ、なおかつ最短時間の経

路を探し出す「お勧めの経路」を利用者に表示するシステムを

提案している。実地調査から得た人の歩く速度や所要時間、彫

刻の数等のデータから、これを時間指定付きの最適経路探査問

題と位置づけ、利用者自身の希望する時間や嗜好を取り入れら

れるように、準最適解も示すことで選択肢を広げている。本研

究では、実際の展示品の位置などの要素も重要であると考える

が、これよりも展示品間の意味的な構造に基づいてルートの構

成を行う。

安部ら [5]は、電子博物館において利用者の興味に適合した

展示を行うために、学芸員の果たしている展示シナリオ制作を

補うシステムを提案している。このシステムでは、流れのある

展示シナリオを動的に生成するために作品間の関連度を利用し

た順路の生成を行う。絵画作品の関連として対象、作家、技法、

印象語を用いて、抽出作品中全ての２作品の組み合わせに対し

て関連の強さを計算し、隣り合う作品間の関連度の和が最も大

きい順列を、最も強い関連を表している経路として採用する。

本研究では、ここではあまり考慮されていない、推薦する展示

品の抽出に焦点を当てた手法を提案する。

阿部ら [6]は、博物館が提供するデジタルアーカイブを利用

した複数分野横断型学習システムを提案している。展示物間の

関連性の高さ、および学習者の興味・関心の傾向を定義し、こ

れらに基づき次の学習対象を推薦する。過去の学習過程と展示

物間の関連性に基づき、学習者が興味・関心を持つ可能性のあ

る展示物を次の学習対象として提示することで、学習者の興味・

関心を広げながらそれを持続した継続的な学習を進捗すること

を可能とし、複数の分野を横断した学習を行う。本研究では、

このように展示品間の関連性と来館者の興味を用いるが、次の

展示品を提示するのではなく、個別に閲覧ルートを構成する。

尾崎ら [7]は、美術知識の学習を支援する美術館データベー

スシステムである ArtFinderを提案している。利用者は仮想美

術館内をウォークスルーしながら美術作品に対する自らの鑑賞

結果 (観点)を計算機上でまとめ、それを他の一般利用者や学芸

員と共有できる。美術と展示と鑑賞に関する情報をオブジェク

ト化したものをノードとし、リンクで関連付けたり、関連のあ

るものをグループ化することによって、拡張意味ネットワーク

を構成し、利用者の観点を表現する。観点の共有によって利用

者は自身の観点と他者の観点の比較が可能となり、自らの見方
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を多様化することで、鑑賞能力が発達する。これは展示品間の

関連からネットワークを構成する点が本研究と同様であるが、

ルートを構成するものではない。

門林ら [8]は、博物館の展示を訪れる見学者の要求に沿ってさ

まざまな側面で個人化することが必要であるという考えから、

学芸員と見学者を仲介し、博物館展示の意味的関連に基づく構

造を見学者ごとに個人化する手法を提案している。展示物など

に付与される説明文を、キーワードを基に統計処理することで

展示物間の関連に基づく構造を２次元空間内に可視化する。元

の展示の構造を示す展示空間と、見学者の興味に基づく興味空

間、両者を融合した個人化空間を用いることで、同じ展示を見

学者ごとに個人化することを可能とする。本研究では、ユーザ

の興味に合わせた個別閲覧ルートを構成することでこのような

展示の個人化を目指している。

3. アプローチ

本研究では、博物館において情報端末を利用した閲覧支援と

して、来館者に適した個別閲覧ルートを構成可能な手法を提案

する。

我々は、本手法が利用される状況を以下のように想定してい

る。まず、ユーザは博物館の展示会場の受付で情報端末を受け

取り、興味のある分野や滞在予定時間を入力する（図 2）。

ユーザ 端末

興味のある分野
滞在予定時間
・・・

興味の対象

端末に情報を入力

図 2 来館者の個人情報の入力

システムは入力されたユーザの属性や興味を反映した個別

閲覧ルートを自動構成し、ユーザに提示する。ここで構成され

る閲覧ルートは、ユーザの興味と滞在予定時間によってユーザ

毎に異なることがある。例えば、ユーザが絵画に興味があれば

絵画を中心にしたものとなり、滞在予定時間内で展示室内を一

通り閲覧できるよう、ルートに含まれる展示品の数を制限する

（図 3）。

ユーザ A
ユーザ B

端末
端末

興味の対象

興味の対象

ユーザの属性や興味を反映した

個別閲覧ルートを自動構成

図 3 個別閲覧ルートの提示

このように、ユーザがスムーズに展示を閲覧することができ、

興味のある分野に対する理解を深められるような閲覧ルートを

構成する。

また、本手法では、展示品間の関連（図 4）を利用し、ユー

ザの興味や滞在予定時間を反映した閲覧ルートを構成する。展

示品間の文化の影響に注目して展示品を関連づけ、関連の構造

から個々の展示品の特徴を抽出し、推薦を行う。これらの手法

の詳細については次章以降で述べる。

土器

色彩

絵画

図 4 様々な展示品間の関連

4. 展示品間の関連

博物館において、それぞれの展示品の間には、形状、描かれ

ている対象、用途など、様々な関連を考えることが出来る。従

来手法においても、展示品間の関連を考慮するものが多い。そ

こで利用されている一般的な関連は、作製年代、制作地域、制

作者、技法などである。これらの関連は、作品の特徴を表す指

標として代表的なものであり、類似した作品を推薦することで

よりユーザの興味に近づけるためには重要である。

一方、本手法では展示品間の文化の影響に注目して展示品を

関連づけ、推薦を行う。例として、2つの展示品 A、展示品 B

について、これらのテーマや技法などが類似しているとする。

ここで、後に制作された展示品 Aの方が技術的に成熟している

場合や、新たな要素が追加され、文化的に発展しているといえ

る場合に、Aは Bから影響を受けているとし、展示品間の矢印

で表す（図 5）。これらの関連は、各展示品に与えられている解

説文に含まれるキーワード等を利用して作成する。

展示品 B

影響

展示品 A

解説文
…縄文時代前期に制作された

土器…深鉢の器形で…

解説文
…縄文時代後期に…深鉢の

器形で…波状の文様が…

図 5 展示品間の影響

また、このような影響は、来館者が滞在中の博物館に存在す
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る展示品間に限らない。例えば、特定の海外の文化の影響を受

けて制作された作品が複数存在する場合には、海外の文化とい

う実体のない概念からの影響を新たな関連性として定義する

（図 6）。このようにすることにより、絵画と工芸のような異な

るジャンルの作品間に関しても関連性を設定できる。

展示品 B

影響

展示品 A

影響

解説文
…縄文時代後期に描かれた

壁画で…波状の文様が…

展示品 C

大陸から伝来

した技法

概念 A

図 6 概念から展示品への影響

図 7 では、例としてユーザが土器に興味がある場合の閲覧

ルートの構成例を示す。ユーザが興味を持っている展示品 A、

展示品 Bだけでなく、展示品 Aと同じ影響を受けて制作され

た展示品 Cを追加している。土器だけを閲覧した場合には理解

しづらいと思われる展示品 Aの文様の意味を、展示品 Cの存

在が理解を助ける役割を果たしている。また、土器に興味のあ

るユーザにとって、土器の制作に影響を与えた文化と同じ影響

を受けている展示品の存在は、それまで興味の薄かった他の分

野に興味を持つきっかけになると考えられる。

展示品 B 展示品 A 展示品 C

ユーザが興味を持つ分野の展示品

同じ影響を受けた関係の深い展示品

図 7 閲覧ルートの構成例

このように、展示品間の影響を考慮することで、単にユーザ

が興味を持つ分野だけでなく、ユーザが直接的には興味を持っ

ていないが、ユーザが興味を持つ展示品と同じ影響を受けた、

関係の深い展示品も推薦することができる。これにより、個々

の展示品を取り巻く文化を理解することで展示に対するユーザ

の理解を深め、新たな興味を喚起することができると考えられ

る。このような関連性は、作品間の類似度を利用するような従

来手法ではあまり注目されていないが、博物館における展示の

ように、当時の社会や宗教、風俗など様々な文化が複雑に影響

し合って発達していく様を学ぶ場においては重要であると考え

られる。美術や歴史を理解し、楽しむためにはこのように体系

的に学ぶことが重要である。

5. 展示品間の関連を利用した特徴の抽出

5. 1 概 要

3 章で示したアプローチを実現するための手法について述

べる。

本手法では個々の展示品をノード、展示品間の影響をエッジ

とした有向グラフを構成し、HITS アルゴリズム [9] を応用す

ることでこれらの特徴を抽出し、閲覧ルートの構成に利用す

る。HITS におけるWeb ページとリンクの関係を、展示品と

展示品間の影響に置き換えて考えると、よいハブとは多くの展

示品に影響を与えた重要な文化であり、オーソリティの高い展

示品とは重要な影響を多く集約している展示品であると考えら

れる。これらの値は、次節で述べるハブとオーソリティの間の

依存関係の再帰的な構造から導出することができる。本手法で

はこのハブとオーソリティの値を展示品の重要度と集約度とし

て閲覧ルートの構成に利用する。つまり、重要度の高い展示品

は、ユーザが興味をもつ展示品とそれに関係の深い展示品に強

く及んでいる影響を表しており、集約度の高い展示品は、重要

な影響を集約しているものである。

5. 2 処 理 手 順

HITSアルゴリズムの応用から展示品の重要度と集約度を導

出する手法の詳細を述べる。

本研究では博物館の展示品を対象としているため、展示室

内に存在する全ての展示品に対し、5章で述べたように個々の

展示品に与えられている解説文から展示品間の影響を判断し、

個々の展示品をノード、展示品間の影響をエッジとした有向グ

ラフを構成する。ここで利用する解説文には、展示品のタイト

ルや製作年代、分野等の情報を含むことを前提とする。図 8に

展示品 Aが展示品 Bから影響を受けている場合の、図 9に展

示品 Aと展示品 Cが実体のない概念 Aからの影響を受けてい

る場合のグラフの例を示す。

展示品 B 展示品 A

影響

図 8 展示品間の影響の例

本手法では、展示室内に存在する全ての展示品から構成され

たグラフのうち、ユーザの興味によって選ばれたノードと、そ

れに関係する一部のグラフに対して処理を行う。ユーザが興味

を持つ分野の展示品を全体から抽出して root集合 Rとし、R

に存在するノードからのリンクを持つ子のノードと、Rに存在

するノードへのリンクを持つ親のノード全てを探索し、得られ

たノードをベースサブグラフ G＝ (V, E)（V はノード、E は

エッジの集合）とする。（図 10）

このサブグラフに存在する全てのノードに対して、以下の式
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展示品 B 展示品 A

影響

展示品 C概念 A

概念からの影響

図 9 展示品間と概念からの影響の例

展示品

概念
root 集合 R

　→　ユーザが興味を持つ分野　　

１ ２

３ ４

５

６

７

８ ９

１０

１１

図 10 ベースサブグラフの例

から重要度 a(v)と集約度 h(v)を求める。

a(v) =
∑

ω,v→ω

h(ω) (1)

h(v) =
∑

ω,ω→v

a(ω) (2)

ここで、重要度とは多くの展示品に影響を与えていることを

示し、各ノードの重要度は、その子のノードの集約度の総和で

ある。(1)式の a(v)では、ノード vからリンクしているノード

ω に対して処理を行う（図 11）。

v

ω 1

ω 2

ω 3

ノード vの重要度は、ノード vからリンクしている

ノードω1～ω3の集約度の総和

図 11 式 (1) の図解

また、集約度とは多くの重要度の高い展示品から影響を受け

ていることを示し、各ノードの集約度は、その親の重要度の総

v

ω 1

ω 2

ω 3

ノード vの集約度は、ノード vへのリンクを持つ

ノードω1～ω3の重要度の総和

図 12 式 (2) の図解

和である。(2)式の h(v)ではノード ωからリンクしているノー

ド v に対して処理を行う（図 12）。

これらは初期値を設定し、適切な正規化のステップを混ぜ、

式 (1)と式 (2)を繰り返すことにより収束することが示されて

いる。

6. 個別閲覧ルートの構成手法

本章では 5章で述べた手法により得られた重要度と集約度の

値を利用して閲覧ルートを構成する。

このサブグラフ Gにおいて、重要度の高い展示品は、ユーザ

が興味をもつ展示品とそれに関係の深い展示品に強く及んでい

る影響を表している。そして、集約度の高い展示品はサブグラ

フ Gの中での重要な影響を集約している。そのため、この集約

度の高い展示品を推薦することで、ユーザが興味を持つ分野の

展示品がどのような影響を受けて発展したのかという点に焦点

を当てた閲覧ルートを構成することができる（図 13）。また、

これらのことから、本手法においては特に集約度に注目して推

薦を行うため、重要度に関しては集約度を再帰的に導出するた

めに必要な特徴であるという位置づけである。

展示品 B

展示品 A

大陸から伝来

した技法

概念 A
影響

集約度の高い展示品は、その周囲の
特徴を顕著に現している

図 13 集約度の高い展示品

閲覧ルートの構成には、まず、サブグラフ G（図 14）に含ま

れるノードから全ての概念を取り除き、展示室に存在する展示

品のみの状態にする。次に、閲覧ルートの長さをユーザの指定

した滞在予定時間に合わせるため、これらを集約度の高いもの

から順に、適当な個数を抽出する（図 15）。最終的に、抽出し

たこれらの展示品を作製された年代の古い方から順に、展示品

間のリンクをたどるように閲覧ルートを構成する（図 16）。こ

れは、展示品間の文化の影響は基本的に古いものから新しいも

のへ与えられるものであり、これらの影響による文化の発展を

理解するためには、年代順に見ていくことが自然であると考え

られるためである。

これらの操作により、閲覧ルートに含まれる展示品は、滞在
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予定時間が短い場合は強い影響を受けている特徴的なものが中

心となり、長い場合は個数が増えることで全体をより包括的に

みることのできるものになる。

展示品

概念

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１2

図 14 サブグラフ G の例

展示品

概念

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１2

図 15 集約度の高いノードを抽出した例

展示品

概念

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１2

図 16 閲覧ルートを構成した例

7. 評 価

7. 1 実 験

提案手法を用いたプロトタイプを実装し、ユーザの興味と滞

在予定時間を反映した個別閲覧ルートを構成する実験を行った。

本実験では、博物館内の展示品の代替として、書籍 [11]に掲

載されている、日本美術史における代表的な美術品を用いた。

さらに、これらの美術品の中からユーザの興味の対象を「仏教

絵画」に設定し、これに対してユーザが理解を深めることので

きるような閲覧ルートの構成を行った。これは仏教絵画が仏教

を題材とした絵画であり、描かれているテーマや対象は類似し

ているが、表現方法や様式が時代によって異なり、外部からの

影響が顕著であるため、本手法の効果が表れやすいと考えられ

るためである。

まず、日本美術史における代表的な仏教画 16点を rootの集

合とした。さらにその近傍として、仏教絵画と関連の深いその

他の絵画・工芸品 14点と、解説文から得られた概念による影

響を表す 10のノード含めた、40のノードを持つベースサブグ

ラフを構成した。また、本実験ではこの操作は手動で行ってい

る。このベースサブグラフに対して、PHP 言語で実装したプ

ロトタイプにより重要度と集約度を導出した。この計算結果を

図 17に、展示品のみを集約度によって降順に並び替えた結果

を図 18に示す。

図 17 計 算 結 果

この結果をもとに、集約度の高い展示品を抽出し、作製され

た年代の古い方から順に並べ替えたものを、個別閲覧ルートと

する。 集約度の高い展示品の上位 16点を抽出し年代順に並べ

替えたものを図 19に、11点を抽出し年代順に並べ替えたもの

を図 20に示す。また、本実験では、ユーザの指定した滞在予

定時間を反映するためのアプローチとして試験的にルートに含

まれる展示品の数を制限しており、実際の博物館における来館

者の滞在時間等に関する調査に基づくものではない。

7. 2 考 察

実験によって得られた結果を用いて、提案手法の有効性につ

いて考察を述べる。また、作製したベースサブグラフの一部を

図 21に示す。

図 18 において、集約度の高い仏教絵画である「19 平家納

経　薬王品見返絵」、「14仏涅槃図」、「18普賢菩薩像」は、重

要度の高い「36和風化」と「35新仏教」を表すノードからの

影響を受けている。この「和風化」を表すノードは、平安時代

後期における日本文化の和様化を示す概念で、中国の絵画表現
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図 18 展示品のみ集約度によって降順に並び替えた結果

図 19 上位 16 点を抽出し年代順に並べ替えた結果

図 20 上位 11 点を抽出し年代順に並べ替えた結果

の強い影響下にあった日本絵画が、繊細で情趣性豊かな日本の

表現を展開し始めたことを表すものである。また、「新仏教」を

表すノードは、平安時代後期に阿弥陀如来の住する西方極楽浄

土への再生を願う浄土信仰、現世を仏法の衰えた末法の世とす

る末法思想、宮廷・貴族を中心に信仰が高まった法華経等を表

し、これによって新たな様式の仏教画が制作されるようになっ

た [12]。これらの影響による変化の例を、これ以前の仏教絵画

との比較によって図 22に示す。

本実験では仏教画を root の集合としているため、これらの

集約度が高くなることは妥当である。そこで、次に他分野であ

13

14

15

18

16

19

20

36

和風化

35

新仏教

図 21 ベースサブグラフの一部

１１ １４

和風化、新仏教による影響で主題や技法が変化している

図 22 影響による変化

りながら集約度の高い展示品に注目する。「20信貴山縁起絵巻」

は、仏教画として描かれたものではないが、仏教を題材とした

絵巻物である。そのため、同じように「36和風化」と「35新仏

教」を表すノードからの影響を受けており、集約度が高くなっ

たと考えられる。これにより、展示品間の影響を考慮すること

で、ユーザの直接の興味の対象である root 集合には含まれな

いが、ユーザの興味に近い展示品を推薦することができるとい

える。また、「13聖徳太子伝絵」「16片輪車蒔絵螺鈿手箱」「15

源氏物語絵巻」は「36和風化」の影響を受けている。この影響

により仏教絵画はそれ以前のものより明らかに装飾性が高まっ

ており、これらの作品も分野は違っていても同じ影響を受けて

いるため同様の変化がみられる。したがって、展示品間の影響

を考慮した閲覧ルートを構成することで、単にユーザの興味の

ある分野だけでなく、ユーザが直接的には興味を持っていない

が、周囲に存在し関係の深い展示品も推薦することができると

いえる。

次に、集約度を用いた、閲覧ルート構成のための展示品の抽

出ついて考察を述べる。6章では、閲覧ルートの長さをユーザ

の指定した滞在予定時間に合わせるため、ルートに含まれる展

示品の数を集約度によって制限すると述べた。図 19から、単

純に集約度が上位のものを抽出すると、殆どが平安後期から鎌

倉時代のものに集中していた。これは、平安後期から鎌倉時代

にかけては盛んに仏教絵画が制作された時期であり、これらが

様々な発展を遂げ、現存する作品も多く、重要度・集約度とも

に高くなっているためであると考えられる。しかし、ユーザに

よっては特定の時代に限定せず、古いものも含めた全体的な展
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示品を閲覧したい場合があると考えられる。この場合の解決策

としては、root 集合に含まれる展示品をある程度優先させる

ことも考えられる。そのため、今後の展望としてベースサブグ

ラフの構成手法の改善や、集約度と重要度と組み合わせた推薦

を行うことよって、よりユーザ個人に適した閲覧ルートの構成

につながると考えられる。また、図 19と図 20を比較すると、

ルートに含まれる展示品の数を減らした場合でも、ある程度バ

ランスを保ったまま閲覧ルートを構成することができ、7章で

述べたように、滞在予定時間が短い場合は強い影響を受けてい

る特徴的なものが中心となり、長い場合は個数が増えることで

全体をより包括的にみることのできるものになるといえる。

最後に、閲覧ルート構成時の展示品の提示順序について考察

を述べる。6章では、影響による文化の発展を理解するために

は、作製された年代の古い方から順に閲覧することが自然であ

ると考えられるため、抽出した展示品を年代順に、展示品間の

リンクをたどるように閲覧ルートを構成すると述べた。しかし、

作製したグラフからノード間のリンクをどのようにたどるかに

より、年代順よりも、より展示品間の関連に基づいたルートが

提示できる可能性がある。例えば図 21に含まれる展示品から

ルートを構成する場合、年代を考慮すると「14仏涅槃図」から

は「15源氏物語絵巻」へ進むことになるが、「14仏涅槃図」と

「18普賢菩薩像」には直接の関連が存在するため、こちらへの

リンクをたどる方がより意味があるとも考えられる。このよう

に、展示品間の関連の強さや意味による閲覧ルートの構成に関

しても、手法の検討が必要である。

また、本手法では展示品間の意味的な関連を利用した閲覧

ルートの構成を行ったため、実際の博物館においては、展示品

の設置位置による制約に関する問題が存在する。これに関して

も、実際にユーザがたどるルートを提示する場合と、展示品間

の意味的な関連による閲覧ルートを提示する場合での、イン

ターフェース面での解決策が必要である。

8. ま と め

本論文では、近年多くの博物館において情報端末が導入され

ていること、来館者全員に同じ展示を提供することは適切でな

い場合があると考えられることから、ユーザの興味や状況に合

わせた個別閲覧ルートを構成する手法を提案した。展示品の意

味構造に基づいてユーザにとって適切なルートを構成すること

で、展示の閲覧をサポートすることを目的としている。

展示品間の影響を考慮することで、単にユーザの興味のある

分野だけでなく、その周囲の関係の深い展示品も推薦し、個々

の展示品を取り巻く文化を理解することで展示に対するユーザ

の理解を深め、新たな興味を喚起することができると考えた。

個々の展示品をノード、展示品間の影響をエッジとした有向

グラフを構成し、HITSアルゴリズムの応用によって得られた

展示品に対する重要度と集約度から、ユーザが興味を持つ分野

の展示品がどのような影響を受けて発展していったのかに焦点

を当てた閲覧ルートを構成した。

今後の展望としては、よりユーザ個人に適した展示を提供す

るための、集約度と重要度と組み合わせた推薦や、閲覧ルート

構成時の展示品の提示順序の改善、また、ユーザによる展示の

評価、ユーザの過去の閲覧履歴の活用による拡張などが挙げら

れる。

また、今回は手動で行っている展示品の解説文から展示品間

の関連の取得を自動化するシステムの実現と、プロトタイプシ

ステムを用いた被験者実験による有効性の検証が必要である
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